
令和２年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

別紙２ 

【調査票】 

学校番号 学 校 名 課   程 

６７ 磐城農業高等学校 全日制 

 

【前期選抜】 

特色選抜  

大学科  

小学科  

募 集  

定員枠  
志願してほしい生徒像  

農業科   

 

本校の教育目標は、「教育基本法及び学校教育法に基づき、普通教育並びに専門教育を通して、自然を愛し、自主・勤労・責任の校是を重ん

じ、教養豊かで心身ともに健全な社会人を育成する。」であり、次のような生徒を求めている。（各科共通）  

① 農業に興味・関心があり、実習等への積極的な参加を通して、就農並びに関連産業関係への就職や進学及び農業指導者を目指し、意欲

的に学校生活に取り組むことができる生徒。(就農希望者、農業科教員養成) 

② 各教科・科目の授業を真剣に受け、自己の学力を伸ばし積極的に各種資格取得を目指すことができる生徒。（資格取得推進）  

③ 部活動や生徒会活動、農業クラブ活動など自分の個性を伸ばす諸活動に自主的に取り組むことを通して、学校全体の活性化に貢献する

ことのできる生徒。（特別活動の活性化）  

④ 基本的生活習慣が身に付いており、周囲と協調して学校生活を送ることができる生徒。  

食品流通科 ３０％   

程度  
本学科では、食品流通の基礎的な知識を元に、食品製造・飼育の分野に関する実践的・探究的な学習を通して、食品製造・飼育・流通に関

する分野に貢献できる人材の育成を目指しており、次のような生徒を求めている。  

① 学科を志望する動機が明確で、食品産業分野（製造・飼育・流通）に興味・関心を持ち、知識・技術の習得に積極的に取り組む生徒。  

② 学科の専門性を生かして、農業や食品産業（製造・飼育・流通）に関する分野への就職及び上級学校への進路意識が強い生徒。  

園芸科 ３０％

程度  
本学科では、草花・野菜・果樹・作物・植物バイオテクノロジーを中心とした、園芸及び関連分野に関する実践的・探究的な学習を通して、

幅広い知識・技術を身に付け、社会に貢献できる人材の育成を目指しており、次のような生徒を求めている。  

① 農業（特に植物）に興味・関心を持ち、知識・技術の習得に積極的で、野外実習や実験・研究等に意欲的に取り組む生徒。  

② 学科の専門性を生かして、農業分野への就職及び上級学校への進路意識が強い生徒。  
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緑地土木科 ３０％

程度  
本学科では、環境に配慮した道路や橋などの社会基盤及び快適な生活を送るための緑地や公園の設計・施工に関する実践的・探究的な学習

を通して、測量士や土木・造園の技術者として社会に貢献できる人材の育成を目指しており、次のような生徒を求めている。  

① 学科を志望する動機が明確で、土木産業及び造園分野に対して知識・技術の習得を目指し、地域開発などに従事するエンジニアとして

社会に貢献することを希望する生徒。  

② 学科の専門性を生かして、土木や造園産業に関する分野への就職及び上級学校への進路意識が強い生徒。  

生活科学科 ３０％

程度  
本学科では、農業・被服・食物・保育・福祉に関する実践的・探究的な学習を通して、栄養士・調理師・保育士・看護師・介護福祉士等とし

て地域社会に貢献できる人材の育成を目指しており、次のような生徒を求めている。  

① 学科を志望する動機が明確で、生活産業分野に対して積極的な姿勢があり、知識・技術の習得や資格取得に意欲的である生徒。  

② 学科の専門性を生かして、農業や生活産業（保育・福祉・被服・食物）への進路意識が強い生徒。  

③ 家庭クラブ活動等に意欲的に参加できる生徒。  

選  抜  資  料  

学 力 検 査  特色選抜志願理由書  調 査 書  特 色 面 接  特 色 検 査  選抜資料の満点  備 考  

 ５教科とする。 

 学力検査の満点を２５０

点とする。 

本校の当該学科への

志望動機及び将来への

抱負、高校生活で特に学

びたいこと、中学校時代

に打ち込んできたことなど

について本人が記入す

る。 

部活動で出願する場合

は、中学校時代の部活動

の活動状況及び入学後

の抱負についても記入す

る。 

「 各 教科の学習の記

録」は１３５点を満点とす

る。 

また、「特別活動の記

録」は８５点を満点として、

合計２２０点満点とする。 

個人面接を実施する。  

個人面接では、本校で

学ぶ意欲や受験生が自ら

の考えをまとめ適切な表

現で伝えるコミュニケーシ

ョン能力をみる。  

また部活動の取組や資

格取得の取組等をみる。    

面接については点数化

し３０点を満点とする。 

 実施しない 全体の満点を５００点と

する。 
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一般選抜 

大学科  

小学科  
募集定員  

選  抜  資  料  学力検査と調査

書の成績の比重  
備 考  

学 力 検 査  調 査 書  一 般 面 接  

農業科  

 食品流通科  

 園芸科  

 緑地土木科  

 生活科学科  

 

（４０）  

（４０）  

（４０）  

（４０）  

 ５教科とする。 

 学力検査の満点を２５０点とす

る。 

「各教科の学習の記録」は１９５点を満

点とする。 

また、「特別活動の記録」は５５点を満

点として、合計２５０点満点とする。 

 個人面接を実施する。 

 志願者の適性と目的意識を確

認するとともに、表現力、コミュニ

ケーション能力についてみる。 

 面接については段階評価とす

る。 

 同等とする。  

 

【後期選抜】 

大学科  

小学科  

選  抜  資  料  
備 考  

調  査  書  面    接  小論文（又は作文）  

農業科  

 食品流通科  

 園芸科  

 緑地土木科  

 生活科学科  

「各教科の学習の記録」は１３５点を満

点とする。 

また、「特別活動の記録」は５５点を満

点として、合計１９０点満点とする。 

 個人面接を実施する。 

 志願者の目的意識と本校で学ぶ意欲を確

認するとともに、表現力、コミュニケーション能

力についてみる。 

 面接については段階評価とする。 

 作文を実施する。 

 あるテーマについて、６００字程度で自分の感想や

思いを述べる作文とする。 

 作文については段階評価とする。 

 

 


